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特集◉コロナ禍が契機となった理科の研修・研究の変化

中村　大輝

［オンラインを活用した理科教育研究の推進］

オンラインを基盤とした研究活動の推進
－ Science Education Book Club in Japan の活動を例に－

Vol.73　No.860

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の拡
大は，教育分野の研究活動を大きく制限すること
になった。研究者はフィールドへ入ることが困難
になり，研究者同士の直接的な対話の機会も失わ
れた。例えば，日本理科教育学会では全国大会の
対面開催が中止になったように，研究コミュニテ
ィの機能低下が様々な分野で懸念された。このよ
うな状況に対処するため，欧米では若手研究者が
中心となってインターネット上でオンラインのコ
ミュニティを形成し，様々な研究活動に取り組ん
でいた（e.g., Orben et al., 2021）。同時期に日本で
も各分野の若手研究者が中心となってオンライン
のコミュニティを立ち上げ，研究活動に取り組ん
できた（e.g., 平石・池田，2023）。
オンラインを基盤とした研究活動は国内の理科
教育分野にも波及し，オンラインのコミュニティ
（e.g., 雲財，2023）やオンラインを基盤とした様々
な研究活動が展開されていった（e.g., 荒谷，2023; 
長沼，2023; 中村，2023）。これらの活動は従来の
対面を基盤とした研究活動にはない多くの特徴を
有しており，コロナ禍で培われた経験の一部は今
後の研究活動においても生かすことができるもの
であろう。
そこで本稿では，オンラインを基盤とした研究
活動の具体例として，理科教育分野のオンライン
読書会である Science Education Book Club in Japan
の活動を紹介し，従来の研究活動との違いを整理
した上で，ポストコロナの時代における研究活動
への示唆を導出する。

１．コロナ禍における研究活動

⑴　活動の概要
Science Education Book Club in Japan（以下，読
書会）は，理科教育に関する書籍や論文の読書会
として2020年７月にオンライン上の有志によって
設立された。この読書会では，理科教育に関心を
もつ様々な人々が所属や場所に関係なく誰でも自
由に議論に参加し，コロナ禍で失われた対話の機
会を取り戻すことを目指していた。活動は週１回
３時間程度，ZoomというWeb会議サービスを
利用してオンラインで開催されてきた（図１）。
毎週，理科教育に関する学術書の１章分を担当者
がスライドにまとめて紹介する。参加者は該当章
を読んでくることが前提となっているため，発表
よりも参加者同士の議論が中心となっている。

図１　読書会の活動の様子

2020年７月から2023年12月現在に至るまで，
140回以上の活動を実施している。各回の参加人
数は平均10名程度だが，これまでの参加者は60名
を超える。読書会では，一冊の本を読む期間を１
シーズンと位置付けており，これまでに10シーズ
ンで10冊の学術書を読んできた（表１）。各シー

２．オンラインの読書会活動
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ズンの書籍はどれも参加者の希望に基づく投票で
決定した。読書会ではその他にも様々な活動を行
っており，これまでの140回を超える活動の記録
は以下の URLで公開している。

https://x.gd/JdfJz

表１　読書会でこれまでに扱った書籍

シーズン 書　籍

第１期
（2020.07.03-

2020.08.28）

Corrigan D., Buntting C., Fitzgerald 
A., & Jones A. (Eds.) (2020). Values 
in Science Education. Springer.

第２期
（2020.09.04-

2020.12.12）

Taber K.S., & Akpan B. (Eds.) (2017). 
Science Education. New Directions 
in Mathematics and Science 
Education. SensePublishers.

第３期
（2021.01.09-

2021.03.20）

Akpan B., & Kennedy T.J (Eds.). 
(2020). Science Education in Theory 
and Practice. Springer Texts in 
Education. Springer.

第４期
（2021.04.17-

2021.07.31）

McComas W. (Eds.). (2020). 
Nature of Science in Science 
Instruction: Rationales and 
Strategies. Springer.

第５期
（2021.08.07-

2022.01.08）

Lederman, N.G., & Abell, S.K. (Eds.). 
(2014). Handbook of Research on 
Science Education, Volume II (1st 
ed.). Routledge.

第６期
（2022.01.15-

2022.04.16）

Dolin J., & Evans R. (Eds.) (2018). 
Transforming Assessment. 
Contributions from Science 
Education Research, vol 4. Springer.

第７期
（2022.04.30-

2022.06.18）

Corrigan, D., Dillon, J., & Gunstone, 
R. (Eds.) (2011). The Professional 
Knowledge Base of Science 
Teaching. Springer.

第８期
（2022.06.25-

2022.10.22）

Upmeier zu Belzen, A., Krüger, D., & 
van Driel, J. (Eds.) (2019). Towards a 
Competence-Based View on Models 
and Modeling in Science Education. 
Models and Modeling in Science 
Education, vol 12. Springer, Cham.

第９期
（2022.10.22-

2023.03.27）

Vosniadou S. (Eds.) (2013). 
International handbook of research 
on conceptual change. Routledge.

第 10 期
（2023.04.10-

現在）

Lederman, N.G., Zeidler, D.L., 
& Lederman, J.S. (Eds.). (2023). 
Handbook of Research on Science 
Education: Volume III (1st ed.). 
Routledge.

⑵　活動の工夫
読書会では次の四つの工夫を取り入れている。
一つ目は，クラウドを活用したデータ共有であ
る。読書会では Google Driveを利用してクラウ
ド上で各種データを共有し，議論の活性化を図っ
ている。例えば，各発表のスライドに対してオン
ラインでコメントしたり，欠席者に向けて Zoom
の録画を共有したりしている。また，クラウド上
でデータを共有することで，過去のデータの検索
などが容易になっている。
二つ目は，機械翻訳の活用である。英語の文献
を扱う際には機械翻訳技術を用いて効率的に読み
進められるよう工夫している。機械翻訳は不正確
なこともあるが，原文と照らし合わせながら読む
ことで効率を高めることができる。また，適切に
訳すことの難しい専門用語の誤訳は参加者で原文
に立ち返って議論する機会につながった。
三つ目は，メンバーや議論の多様性の確保であ
る。全国の若手研究者，大学院生，現職教師，研
究所職員など，様々な立場の者が所属などに関係
なく自由に参加することで，多様な観点からの議
論を行っている。また，音声による議論と並行し
て，Zoomのチャット機能を活用することで複数
の話題を同時に扱う複線型の議論が可能になって
いる。１回の活動でやりとりされるチャットの文
章量は平均して9000文字に達する。チャットでは
発表内容に対する意見や質問，関連する文献や派
生的な議論について自由で多様なやりとりがなさ
れている。会に欠席した場合は，録画を視聴して
後から参加メンバーにコメントを送るなど，事後
的に議論に参加することもできる。
四つ目は，心理的安全性の確保である。読書会
では，発言するかどうか，画面をオンにするかど
うかなどの参加形態が強制されない。議論を聴く
だけの参加も可能であり，毎週参加しなくても問
題ないことから対面の勉強会よりも参加の敷居が
低く，心理的安全性が担保されている。参加者同
士に師匠と弟子のような関係はなく，誰もが対等
な関係で議論に参加できる。また，子育て世代に
配慮して開始時間を遅くするとともに画面越しの
子連れでの参加も歓迎している。

Nakamura
取り消し線

Nakamura
挿入テキスト
五つ
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五つ目は，活動成果の発信である。議論の内容
を X（旧 Twitter）や note（ブログ）といった様々
なソーシャルメディアで発信することで，理科教
育に関する知見を広めるとともに，読書会の参加
者を増やすことにつながった。また，SNS（Social 
Networking Service）での発信を通して，著者と議
論をしたり，海外の研究者とつながったりする機
会も生まれた（図２）。

図２　SNS上での著者との議論の例

⑶　活動の成果と課題
読書会の成果として，後の様々な共同研究プロ
ジェクトにつながったことが挙げられる。例えば，
第４シーズンで科学の本質（Nature of Science, 
NOS）に関して議論した後，読書会のメンバー
で NOSの評価方法をレビューする研究プロジェ
クトを立ち上げた。この研究プロジェクトは対面
での会議を一度も行わない完全オンラインのプロ
ジェクトとして進められ，中にはオフラインで直
接会ったことのないメンバーも含まれていた。最
終的な成果は学術論文として公表されている（中
村ら，2023）。また，別のオンラインプロジェク
トとして，国内誌に掲載されている論文を包括的
にレビューするプロジェクトも行われた（荒谷ら，
2024）。その他にも，読書会での議論をきっかけ

として様々な研究プロジェクトが進行中であり，
様々な成果を上げている。
一方で，読書会の課題としては，持続可能性の
問題が存在する。週１回３時間という活動時間は
多くの学びをもたらした一方で，アクティブメン
バーが徐々に固定化していき，会の運営に必要な
作業負担も特定の個人に集中するようになった。
また，隠れた参入障壁の問題も懸念されている。
読書会では SNSで発信を行うなど，活動成果を
発信するとともに新しい参加者を募集してきた。
しかしながら，SNSを通して連絡を取るという
ことが技術的な障壁となっていた可能性がある。
また，参加メンバーがわからないということも心
理的な障壁となっていた可能性がある。これらの
課題の解決に向けて，参加者間での議論が進めら
れている。

ここまで，オンライン上の読書会の事例を紹介
してきたが，本事例に限らず，オンラインを基盤
とした研究活動には幾つかの特徴がある。１点目
は，時間と空間を超えたより自由度の高い議論を
実現している点である。オンライン上で形成され
るコミュニティは，そのテーマや領域に興味をも
った者が集まる緩やかなコミュニティであり，何
かをしなければいけないという制約が比較的弱い。
議論への参加の程度や関わり方に決まりはなく，
コミットメントの度合いを各自が自由に調整でき
る。また，時間や場所，年齢，職業，所属に関係
なく全国から自由に議論に参加できることも特徴
的である。
２点目は，議論の多様性を生み出しやすい点で
ある。従来の対面での研究活動は，時間や空間の
制約から，多様なメンバーを確保することが難し
かった。しかし，オンラインを基盤とした研究活
動では，インターネット上での広報活動や録画の
共有，子育て世代への配慮などの取り組みを通し
て，メンバーの多様性を確保していた。また，コ
ミュニケーションツールを活用して同時に複数の
議論を行うことで，多様な議論を実現できる。

３． オンラインを基盤とした研究活動
の特徴
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このようなオンラインを基盤とした研究活動を
支えているのは，テクノロジーの効果的な活用で
ある。Zoomによるビデオ通話とチャット機能は，
ライブでの複線型の議論を可能にしている。
Google Driveや Slackといったサービスは，非同
期型の議論を可能にしている。DeepLのような
機械翻訳技術は，効率的な読解を可能にしている。
ChatGPTのような生成 AIは議論に新たな視点
を提供する。X（旧 Twitter）のような SNSは，
海外の研究者とのやり取りを可能にしている。こ
れら様々なテクノロジーを活用することで，従来
の研究活動よりも質的・量的に充実した議論を実
現できる。

新型コロナウイルス感染症が徐々に収束しつつ
ある中で，対面での活動も増えてきている。しか
しながら，ポストコロナの時代にあっても，コロ
ナ禍で培われた新しい研究活動の知見は十分に生
かされるべきものである。本稿で紹介した読書会
の事例が示すのは，テクノロジーを活用して時間
と空間を超えた自由度の高い多様な議論を実現す
る取り組みの重要性である。このような取り組み
は，学術コミュニティの現代的課題であるダイバ
ーシティやインクルージョンといった課題にも対
応するものである。また，日本の学術コミュニテ
ィや研究室での指導体制が脆弱になりつつある中
で，若手研究者が対話と共創に取り組む場として
のオンラインを基盤とした研究活動の重要性はま
すます高まっている。
その一方で，従来のオフラインの研究活動も固
有の価値をもつ重要なものである。今後は，オフ
ラインとオンラインのよさを十分に取り入れた新
しい研究活動の在り方を模索していく必要がある
だろう。実際，日本理科教育学会では，Slackを
活用したオンラインコミュニティを形成し，対面
とオンラインの二つの全国大会を企画するなど，
オフラインとオンラインの両方を基盤とした研究
活動の活性化に向けて動きつつある。

４．新しい時代の研究活動への示唆

附　記
本原稿は中村（2023）に大幅な加筆修正と追加の議論を
加えて作成したものである。本原稿の草稿に対して貴重
なコメントをいただいた Science Education Book Club 
in Japan の皆様に感謝いたします。
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